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市民とともに歩むまちづくり【協働・行財政運営】

市民協働

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●市民、事業者、行政が互いに連携し、協力してまちづくりに取り組んでいます。

●市民が主体性を発揮してまちづくりに参加できる環境が整っています。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　市民協働の担い手づくり

2　市民、市民活動団体、事業者と行政の連携強化

3　市民参画の推進

基本目標

施策名

項目

項目 平成25年度実績

市民企画公募まちづくり事業助成金

6回開催

平成25年度実績

パブリックコメント 5 5

がまごおり市民まちづくりセンター
（利用人数）

がまごおり協働まちづくり会議

11団体申請

平成26年度実績

市民参加型育苗事業

1,200

まちづくり基金の充実

1,206

-

1,306

-

平成27年度計画項目

市民参加型育苗事業 市民参加型育苗事業協働モデル事業

平成27年度計画

6回開催

6,117 6,100

平成26年度実績

6,100

6回開催

平成27年度計画平成25年度実績

企画部
企画広報課

がまごおり市民まちづくりセンター
（相談件数）

-

3

平成26年度実績

全課

市民、市民活動団体、事業者、行政が互いに協力してまちづくりに取り組むことができるように、各主体の連携強化に努
めるとともに、市民活動に必要な情報や場所の提供、担い手となる人材の発掘・育成、市民活動団体の運営支援など
の取組を推進します。

8団体申請 7団体申請



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析

◆今後の方針

施
策
の
課
題

今
後
の
施
策
展
開

コメント

課長評価

まちづくりセンターのサポートにより、助成金を活用した公益的事業の担い手となる市民団
体は順調に育成されている。ただ、事業担当課との連携がうまく取れていないため、目的で
ある行政との協働まで至っていないのが現状である。また、将来目標達成のためには、まち
づくりセンターの人的充実も不可欠である。

施策の
進め方

Ａ：目標達成に向けて計画どおり進行している。

Ｂ：一部見直しが必要である。

平成27年度 将来目標区分指標名 平成25年度 平成26年度

協働事業を各事業担
当課により実施

平成32年度

説明・考え方

事業担当課による協働事業の実施を促進する。

施策が目指す蒲郡市の将来の姿を実現するためには、事業担当課が主体的に協働事業を実施する必要が
あるが、協働担当課で全庁における協働事業状況等の把握ができていない状況である。

目標値

事業担当課による協働事業実施
目標値

実績値

現在実施されている協働事業及び協働で実施可能な事業の調査を行い、市全体における協働事業の
現状を把握する。職員への周知及び意識改革を実施すると同時に、実現可能な事業から事業担当課で
順次協働事業を実施する。

全庁で現在実施している協働事業及び協働により大きな事業効果を発揮できる事業の把握ができてい
ない。事業担当課で協働事業を主体的に実施するためには職員への周知と意識改革が必要である。

施策の
進捗状況

事業担当課による協働事業実施

平成32年度

構成事業の
進捗状況

実績値

部長評価

指標名

Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

コメント

　協働のまちづくりは、地域の多様な活動主体が公共の領域を共に担う「新しい公共」の考
え方にたち進められており、「まちづくり助成金」などの施策の結果、今では多くの活動団
体がまちづくりに取り組んでいる。市民まちづくりセンターが中心となり、情報や場所の提供
など活動しやすい環境の整備を行っているが、さらに中間支援センターとしての充実が期
待される。平成２７年３月にまとめられた「協働のまちづくりのさらなる躍進に向けて　総括と
市長への提言」を受け、実現に向けて取り組む。


